
■ 開 催 に あ た り ■

昨年3月 11日 に発生した東日本大震災は、日本に未曽有の災害をもたらし、いまなおその被害は続いています。

特に原発を巡る環境 。エネルギー問題は、私たちの最大の関心事となつておりますが、この問題は国家的な課題

である一方、自治体レベルにおいても長期的かつグローバルな視点で取り組みを続けていかなければなりません。

そして同時に、原発やゴミ処理といつた忌避政策を行ううえでは、住民の合意形成をどう図つていくのかも大き

なポイントです。

今回 第一部では、東京電力管内の原発を全てストップさせたこともある佐藤栄佐久前福島県知事をお迎えし、

エネルギー政策を巡る国との闘いや地方自治論についてご講演をいただきます。第二部では
〃
環境立市

″
を掲げ、

低炭素・循環型社会の構築に取り組む埼玉県秩父市長、環境問題等に取り組む行動型シンクタンク所長、板橋区

から環境課長、議会の区民環境委員長をお招きし、シンポジウムを行います。

ポスト3.11のエネルギー。環境政策に関して、自治体はどう進むべきなのか。この機会に多くの皆様のご来場

をお待ちしております。

1基 調 講 演 菫鰤不鰤飩麟拗彦参
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1954年秋父市生まれ。医師。日本医科大学大学院修了後、

1988年 に秩父市にて開業。薇父市議会議員を径て2009年新生

秩父市の第二代市長に就任。

【秩父市と久喜市長の取組み】

環境立市を掲げ太陽光やバイオマスなどの地域エネルギー

の利用や普及に取り組み、同分野の先駆的な自治体。行財政改

革にも力を注ぎ、市長就任早々公約の1つであつた市長給与の

50%削減を実現。さらには副市長、教育長の給与も削減。毎日

ブログを書き続けるなど情報公開や地域の総合医療計画にも

積極的に取り組む。また世界保健機関 (WHO)の国際認証制

度「セーフコミュニティ」の2015年度承認もめざしている。

1山■本■耕■平1氏|(い解ナツクス都岬制雌嘲 所裁

1955年姫路市出身。早稲口大学卒業後、神′市役所

勤務を各て1984年 ダイナックス都市環境研究所を設立。

専門は地方白治論、環党政策。白治体や国の関係機関の

委員・ファシリテーターを数多く務める一方、市民活動

やNPOの設立運営にも参画。
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25年東京都ヨヒ区生まれ。同29年 より板格区在住。

会社員を18年間勤めた後、千咸3年 区議初当選。現在6期 目。

岳戯 長、監査委員、グ明党板櫛 Xl議 団幹事長など歴任。
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昭和33年東京都宣島EXl生 まれ。同59年λ区、諫、ら区区

民課長、夫近安全課長、板格区教育委員会事務局生涯学
習課長、庶務課長等を径て、千茂24年 4月 より現職。

講師 佐‐‐藤 栄 佐 久 氏 (前 福島県知事 )

●プロフイール

1939年福島県郡出市生まれ。東京大学法学部卒業後、日本青年会議所での活動 (副 会頭)を径て、

83年 1参議院議員初当4。 87年 大蔵政務次官。88年 福島県舛事当4。 東京一極集中に異餞を嘔え、

原芥7・l題、こ川tllな どに関して、県民の視点から政府とも姜協せず対峙。「闘う知事」として名を駐せ、

5鶏 18年 間t県内で圧伸1的え持を得た82006年 事実なき談合関与の疑いで矩事を辞任。

久口事在任ヤは、結果として東京電力管内のすべての原分が停上したことがあり、また全県対象の景観

条例やゴルフ場開発規牛1を 実施も「環境婦事」とも言われた8女性の社会参・
●Iに も積極的に取り組み、

県内全高校の男女共学化等を実現。

若者に『福島原発の真実』(子几社新言),レ事休役』(子几社),『地方の静理 ～フクシマから考え

る日本の水未～』(奇土社)等
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